
最新情報は区ホームページをご覧ください

　ロシア・中国に囲まれた内陸国。面積は156万4100km2で、日本
の約４倍の広さです。人口は、日本の約34分の１(約359万人、2025

年時点)で、世界で最も人口密
度が低いと言われています。大
草原のイメージがありますが、
首都ウランバー
トルにはビルが
立ち並び、全人
口の約半数が住
んでいます。
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30周年記念イベント

開催案内
▶とき＝10月13日㈫～23日㈮の平日、９時～17時
▶ところ＝イベントスクエア(区役所１階)

内　容
●  文化などを紹介するパネル・モンゴルの
絵本・ゲル(移動式住居)の展示

● 五感で楽しむモンゴル体験
●モンゴルに関するクイズ　など

期間中のイベント
モンゴル文化紹介講座
▶内容・とき(各１日制)
●  モンゴルのお話の読み聞かせ…10月13日㈫・19日㈪、10時～11時
●  モンゴル国の文化・言葉など…10月15日㈭11時～12時・16日㈮15時～16
時・21日㈬15時～16時

▶対象＝区内在住・在勤・在学の方▶定員＝各回20人(抽選)▶申込・問＝
10月７日㈬まで、Ｅメールで、(公財)板橋区文化・国際交流財団☎3579－
2015 itabashi-ci-kokusai@itabashi-ci.org※申込記入例(８面)の項目と
希望日を明記。※同財団ホームページからも申込可

　区とモンゴル国文部省(現：文化省、教育科学省)は、文化・
教育交流協定締結から今年で30周年を迎えます。
　交流の経緯や記念イベントを紹介します。

ウランバートル

文化・国際交流課文化・国際交流係☎3579－2018問　合

区政功労者を表彰します
　永年にわたり、区政の伸長発展に多大な貢献をされ、10月１
日㈭に区政功労者として表彰される８人の方を紹介します。
　受賞者の氏名・主な経歴は、次のとおりです(五十音順)。
▶問＝総務課総務係☎3579－2052
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モンゴル国
文化・教育交流協定
締結30周年

モンゴル国とは

モンゴル国との交流
　1992年に、紙不足で困っていたモンゴル
国へノート・鉛筆などを贈ったことをきっ
かけに、交流が始まりました。
　1996年に、文化・教育交流協定を締結
し、馬頭琴コンサート・公式相互訪問など
で交流を続けています。 馬頭琴コンサート
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